
 

2026年 5 月 20 日 
各 位 
 
 
 
 
 
 

2026 年 9 月期 第 2四半期決算説明会 質疑応答集 

当社は、株主・投資家との建設的な対話を通じて企業価値向上を図ることを重要な経営課題の 
一つと位置付けております。以下、2026 年 5 月 15 日（金）に開催いたしました「2026 年 9 月期 
第２四半期決算説明会」における質疑応答につき、フェアディスクロージャーの観点から以下の 
通りお知らせいたします。（※本資料は理解促進を目的に、一部内容を要約・編集しております。） 
なお、決算説明会の様子は、以下リンクからご覧いただけます。当社グループご理解の一助と 

なりますと幸いです。 
【2026 年 9月期 第２四半期決算説明会動画】 

URL：https://irp-system.net/presenter/?conts=01k4y992bg7kmnn7x0jvt1x6pr 
 
【質疑応答】 

1．業績・業績予想関連 
Q．今回の上方修正について、一過性要因と継続性要因をどう整理していますか？ 
A．今回の上方修正は、単発案件ではなく、主にメディカルサポート事業における KPI 積み上げ 

型の成長が背景です。具体的には、提携医院数の増加、稼働率の向上、１日あたり加工件数 
の上昇が同時進行しています。 
また、SBC メディカルグループとのシナジーも一部顕在化しております。現時点では限定的 
に織り込んでおり、今後の拡大余地も十分にあると考えています。したがって、当社としては 
“構造変化による成長”と認識しています。  
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２．メディカルサポート事業について 
Q．メディカルサポート事業の売上高は前期 4Q と今期 2Q が同じくらいですが、利益率が 

半分くらいになっているのはなぜでしょうか？ 
A．販売された製品構成の違いによる粗利率が影響しております。  
Q．血液由来加工受託サービスについて売上高の季節性はありますか？ 
A．季節性はなく、お客様のご要望に応じて製品を提供しております。強いて言えば決算 

期末に、営業努力による売上構成の変化が若干ございます。 
 
３. その他（海外事業）について 

Q．決算説明資料３ページの上期予実分析で海外事業が売上高+80、営業利益+87 と、売上 
よりも営業利益が伸びているのはなぜでしょうか？事業内容と合わせて教えてください。 

A．営業利益の伸長は、予算比で粗利の高い高付加価値商品の販売が進捗した影響となります。 

 
 

事業内容は、同じく P16 にお示したとおり、提携医院のニーズに基づく、海外の先進的な 
製品・技術の紹介および導入をするビジネスモデルとなります。複数の海外メーカーとの 
早期関係構築により、先行者利益（ブランド認知、顧客基盤の確立、高価格設定、技術的な 
リーダーシップなどの優位性）を獲得しており、今後の成長にも期待されます。 

 



 

４．SBCメディカルグループ関連 
Q．SBCメディカルグループとのシナジーは現時点でどの程度出ていますか？ 
A．現中間期では、販売チャネル拡大、医院ネットワーク連携、情報共有、商品導入協議などが 

進展しています。ただし、現状はまだ“入口”だと認識しています。今後、新サービス、 
共同開発、再生医療関連領域など、さらに拡大余地があると考えています。具体的には、 
決算補足説明資料 P27 と P28 にお示しした戦略に基づきビジネス基盤の構築を進めて 
おります。 

 
 

 
 
 ５．研究・知財関連 

Q，なぜ研究開発を重視しているのでしょうか？ 
A．再生医療領域では、短期的な販売ではなく中長期での競争力を維持していくことがとても 

重要と考えています。その中で開発というキーワードでお答えすると、まずエビデンスの 
構築、そして効果の原理原則を押させることによってさらなる技術のアップデートが 
できるものと考えております。このような背景、つまり何が起因してそのような現象、 
治療効果に結びついたのかがわからないと次のアップデートにつなげられないことから、 
研究開発が、非常に重要になっていきます。なかなか見えにくい部分ですが、当社は細胞 



 

を使ったインビトロ試験(*1)や、動物を使ったインビボ試験(*2)などを用いて様々な 
検証をすることにより研究開発を積み上げています。加えて重要なのが、これらの開発を 
しっかりと自分たちの守り、そして攻めに転換していくということです。“特許戦略” 
というワードを Appendix にても触れましたが、しっかりしたウォールを作り自分たちの 
強みとする知財戦略も同時に構築しています。 

 
これら学術、臨床、知財、製造を一体化することで、継続的な競争優位性を確立していけるも
のと考えています。 
(*1)インビトロ試験（in vitro）：試験管や培養器などの人工的な環境下で行う細胞実験や酵素反応などの試験 

(*2)インビボ試験（in vivo）：マウスなどの実験動物やヒトなどの「生体内で」行われる試験・実験。 

 
６．中長期戦略関連 

Q．将来的にどんな会社を目指していますか？ 
A．当社グループは、“細胞・再生医療領域におけるヘルスケアプラットフォーム企業”を 

目指しています。研究、知財、医療機関ネットワーク、商品開発を組み合わせ、中長期的な 
企業価値向上を目指してまいります。 

 
以 上 


